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【5月】

第24回参議院議員選挙勝利総決起集会を開催！

冒頭、中山会長は挨拶において、経済最
優先の現政権を批判し「今回より長野県区
は一人区となったため、非常に厳しい闘いと
なっている。組合員に候補者の名前を知って
もらい、確実に票につなげるためには、地道な
活動が重要である。杉尾秀哉候補予定者とと
もに連合組織内推薦候補予定者12名の勝
利に向け、連合長野は雇用と生活を守り、暮
らしの底上げに向けた闘いの先頭に立つ。最
後までともに闘おう」と決意を表明した。
続いて、第１部の講演では、神津里季生連
合会長より「第24回参議院選挙の意義と取
り組み」と題し、労働組合の必要性と政治と
の関わりについて講演を受け、
そのなかで神津会長は、「労働
組合が政治に向き合うのは当
たり前である。自分たちの暮らし
を良くするためであり、現在の
民意を無視した政治ではなく、
民主主義を本物にするためで
ある。働く者・生活者のための
政治にするため、一人ひとりが

行う取り組みの積み重ねが連合全体の力と
なる。勝利に向けてともに頑張ろう」と説明い
ただいた。
また、民進党前原誠司ネクスト財務・金融担
当大臣より「政治情勢・課題と民進党の果た
すべき役割」と題した講演を受けた。賃金・可
処分所得の推移から、民主党政権時代と自
民党政権での経済情勢・雇用情勢に触れ、
「実質賃金は4年連続で低下している一方、
企業の内部留保は堅調に推移している。金
融資産を保有していない貯蓄０世帯も増加
傾向が続き、全体の3割を超えている。若者が
将来への希望を持てる日本、老後への不安

連合長野は、5月21日（土）、長野県
松本勤労者福祉センターにて、構成組
織より約280名の参加のもと「第24回
参議院議員選挙勝利総決起集会」を
開催した。全ての働く者・生活者が豊か
な暮らしを実感できる政治を取り戻す
ため、7月の参議院選挙勝利に向け、
連合長野全体で最後までともに闘う決
意を固めた。

ご講演いただいた神津会長挨拶をする中山会長



がない日本にしていくため、社会保障と税の一体改
革・人への投資が必要である」とし、民進党政策の核
の一つとして、少子化問題に焦点を当てた政策を訴
えた。
第２部の総決起集会では、民進党北沢俊美県連
代表が「50％に近い無党派層にいかに共感いただく
かが重要であり、有権者一人ひとりにしっかりと訴え
ていく。そのためにも、民進党は連合長野と力をあわ
せて闘い抜く」と力強い訴えがされた。
続いて、組織内候補擁立の構成組織代表者と長
野県選挙区の杉尾秀哉氏から決意表明を受けた。
杉尾氏からは、「働く者の声・弱い立場におかれた者
の声を国政に届けたい。『強者の政治から弱者の政
治』『国家主義から市民主義』に変えるため、力の限
りを尽くしたい」と力強い決意表明がされた。比例代
表候補擁立産別の代表者から、「誰もが主役になる

ことができる政治を取り戻そう」「女性の目線での政
策制度実現をめざす」「働く者がむくわれる政治を取
り戻す」「組合員全員に向き合い、連合長野に結集
する仲間とともに勝利に向けて全力で取り組む」など、
組織内候補者の思いや、必勝に向けた決意を誓い
合った。
最後に、連合・連合長野推薦候補予定者全員の

当選に向け、中山会長の団結ガンバローを会場全体
で力強く三唱し、全力で抜く決意を新たにした。
連合のめざす「働くことを軸とする安心社会」、働く
者・生活者である我々一人ひとりの暮らしと社会を良
くしていくためには、我々の代表者を一人でも多く国
会に送ることが重要である。“怒るときには怒る。闘う
ときには闘う”　連合・連合長野に集う組合員・働く者
の力を結集し、組織内候補者をはじめ推進候補者
全員の勝利をめざそう。
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5月1日（日）、青空のもと、長野市城山公園ふれあ
い広場において、第87回長野県中央メーデーが開催
され、約4,200名の働く仲間が結集した。
冒頭、熊本地震で亡くなられた方への黙とうを捧

げた後、主催者を代表し中山実行委員長（連合長野
会長）は、「我々は、被害を受けられた方々に寄り添
いながら全力で支援に取り組んでいく。2016春季
生活闘争は、すべての働く者の「底上げ・底支え」
「格差是正」の実現であり、中小・非正規労働者へ光
をあてた闘争である。我々の暮らしを豊かにするため
にも、春季生活闘争の取り組みとともに、労働者・生
活者を犠牲にする現政権に対する反転攻勢が重要
となる。参議院選挙の勝利に向け働く者の強い結束
で徹底的に闘い抜こう」と力強く訴えた。
その後、生活困窮者自立支援報告として、フードバ

ンク信州の美谷島越子副理事長、まいさぽ長野市の
土屋ゆかり所長より、「貧困の原因は地域からの孤
立や貧困の連鎖などの社会課題である。フードバンク
という食を通じた活動で地域と人をつなげ、支え合い
助け合う地域をつくっていきたい」と呼びかけた。
その他、会場では、ＹＥＳ･ＮＯアンケート、熊本地震

への緊急救援カン
パ・3.11被災地へ
の寄付金カンパや
あしなが学生募金
に多くの方からご協
力いただいた。また、
労福協の連携・協

同ブースでは、各事業
団体のＰＲが行われ、
ガラポン抽選会、バ
ルーンパフォーマンスに
よる風船プレゼント、連
合・労金・全労済のマスコットキャラ
クターと遊ぶコーナーなど、家族連
れの皆さんにも大盛況となった。さ
らに、フードバンク信州との協力によ
る「ひと缶の缶詰プロジェクト（缶詰
の回収）」や、当選本数を大幅に増
やし、栄村・白馬村・木曽地区の被
災地を応援する賞品とした抽選会
など、働く仲間のつながり・支え合い
を確かめ合うメーデーとなった。
最後に、農団労の見小田春花さ

ん提案による「メーデー宣言」を満
場の拍手によって採択した後、
中山実行委員長による「がんばろ
う三唱」にて式典を終了し、デモ行
進へ出発した。行進では、各組織が「東
日本大震災と県内被災地・熊本地震の復興支援」
「すべての働く者の暮らし
の底上げ実現」などシュ
プレヒコールしながら訴え、
働くことの尊厳を確認し、
働く仲間の連帯と力強
い元気を発信した。

第87回長野県中央メーデー開催
～働く者の連帯で、『ゆとり・豊かさ・公正な社会』
を実現し、自由で平和な世界をつくろう！～
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 全労済公式キャラクター「ピットくん」ファミリー 

県下12会場で第87回メーデーを開催！！

中野市：中野市民会館　829名

5/1　第87回北信地区メーデー

須坂市：百々川緑地公園　900名

5/1　第87回メーデー須高地区大会

諏訪市：諏訪市文化センター　1,000名

4/30　第87回諏訪地区統一メーデー

大町市：サンアルプス大町　169名

4/29　第87回大北地区中央メーデー

松本市：あがたの森公園（芝生広場）　1,200名

5/1　第87回松本地区メーデー

塩尻市：チロルの森臨時駐車場　300名

4/29　第87回塩尻地区統一メーデー

佐久市：ミレニアムパーク　700名

5/1　第87回佐久地区統一メーデー

飯田市：飯田風越公園　1,500名

4/29　第87回飯伊地区メーデー

安曇野市：豊科中央公園　281名

4/29　第87回安曇野地区メーデー

上田市：城跡公園陸上競技場　1,654名

5/1　第87回上小地区メーデー

伊那市：県伊那文化会館　1,200名

5/1　第87回上伊那地区メーデー

上松町：ひのきの里総合文化センター　350名

5/1　第87回木曽地区メーデー

地域から元気発信！！


